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開館 30 周年記念

奥松島縄文村まつり開催 !!

プロジェクト始動から３年、
のべ 1000 人の力で完成した“丸木舟”。

トークショーに音楽に…
30 周年を盛り上げたステージ。

優勝賞品のカキをかけた、
熱き戦い。

縄文村 30 年を振り返る
写真展。

中庭美術館ではサンド
アートワークショップ。

　10 月 30 日 ( 日）、開館 30 周
年を祝う「奥松島縄文村まつり」
を開催しました。
　オープニングセレモニーで
は、30 周年記念事業として 3
年をかけて製作を続けてきた
「縄文の丸木舟」のお披露目と
進水式も行われました。多くの
観客が見守る中、これまで丸木
舟作りに参加した村びと ( 里浜
貝塚ファンクラブの会員 )３名
が乗船し無事漕ぎだすと、会場
からは大きな拍手と歓声が上が
りました。
　セレモニー後は、よさこいや

ゴスペル、JAL＆縄文村のトー
クショーなど、さまざまなジャ
ンルのステージが披露され、会
場を盛り上げました。
　縄文村まつりおなじみの「縄
文カキ剥き競争」「火おこし競
争」には、「縄文力」に自信の
ある多くの方がチャレンジ。家
族の熱い応援を受けながら、白
熱した戦いを繰り広げました。
　30 年を祝うおまつりには、
一日で 1000 人を超える方にご
来場いただきました。

縄文村講演会『縄文とアイヌ』

12/18 13:00 ー 16:00( 日 )

会場：東松島市コミュニティセンター

縄文人の末裔とされるアイヌの人々の生活や交流・
交易、人類学的な特徴をもとに、縄文とアイヌの
つながりに迫ります。

30 周年記念企画展

『学史を飾る松島湾の三大貝塚 －大木囲・西ノ浜・里浜－』

～ 12/25 (日 )まで開催中！

12/28(水 ) ～ 1/4(水 )

会場：奥松島縄文村歴史資料館 2階展示室

松島湾沿岸は、縄文時代の貝塚が密集する地域として

知られています。中でも、松島湾の湾口部に位置する

里浜貝塚、七ヶ浜町大木囲貝塚、湾奥部の松島町西ノ

浜貝塚では長期間にわたって拠点的なムラが営まれ、

大規模な貝塚が形成されました。これらの貝塚の調査

研究の歴史も古く、大正期から貝塚研究の舞台となり、

多くの成果を上げてきました。

今回の企画展では、国の史跡にも指定されている松島

湾の三大貝塚に焦点を当て、これらの貝塚が日本の貝

塚研究の中で果たしてきた成果を紹介しています。

【応募方法】希望者全員の名前・代表者住所
電話番号をお知らせください。
TEL：０２２５－８８－３９２７（水曜休館）
FAX：０２２５－８８－３９２８
Mail：jomon@city.higashimatsushima.miyagi.jp

件名を【縄文村講演会申し込み】に変えて送信してください↑

年末年始休館 縄文村歴史資料館は左記の期間、年末年始休館をさせていただきます。

おどりんちゅ

JAL 客室乗務員とのトークショー
ジョン･ルーカス＆
IKG 石巻きぼうゴスペルクワイア

髙橋泉と縄文ジャズオーケストラ

保坂俊彦氏

INFOMATION 現在お申込みを受付しているイベントや、企画展のご案内。


